
AMED研究班「愛玩動物由来人獣共通感染症に対する検査及び情報共有体制の構築」

伴侶動物の動物病院ネットワーク

構築のお願い



感染症を中心に獣医療ネットワークを構築（AMED前田班）

動物病院

「獣医療ネットワーク室」
（仮称）

地方獣医師会国立感染症

研究所

東京農工大学 日本獣医師会

連携

共有

農工大が全国の

動物医療情報拠点へ

SFTSV など

SARS-CoV-2



はじまり

現在の状況

すでに

新型コロナは人獣共通感染症である



・感染しにくい

・ウイルスの付着が多い

・家庭内感染あり

・おそらく症状なし

・感染期間は１週間以内

飼い犬

新型コロナは人獣共通感染症である



・感染する

・猫⇒猫感染がある

・家庭内感染あり

・軽い咳症状

・感染期間は１週間以内

飼い猫

新型コロナは人獣共通感染症である
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家庭内で飼い主から猫への感染



●新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は飼い主から犬猫へ感染する

●日本においては犬で0.2%、猫で0.05%が感染している（ランダムサンプリング）

●陽性の飼い主から犬猫への感染は最大40%起こっている可能性がある

●SARS-CoV-2の犬や猫から飼い主への感染は報告されていない

●診療時にはPPEが必要であり、入院時には隔離が必要である

新型コロナウイルスと伴侶動物の概要



伴侶動物におけるSARS-CoV-2検査の必要性

・SARS-CoV-2陽性の犬猫が動物病院へ来院している可能性があること

・変異株によっては犬猫が重症化して診療の対象になる可能性があること

陽性

今回の検査対象

自治体や動物病院等で飼育する必要がある

今後考慮に入れておくべき事項

飼い主が入院する時に残された犬猫を検査して引き取り者を探す必要がある

陰性 知り合いや動物病院で飼育できる



●飼い主が入院するときに限り伴侶動物のSARS-CoV-2のPCR検査を実施する

●飼い主が来院後に感染していることが判明した場合にも検査を実施することがある

●獣医師からのSARS-CoV-2検査依頼はPC上でDASシステムをする

●DASシステムは、動物病院・地方獣医師会・日本獣医師会・国立感染症研究所・
東京農工大学を結ぶ獣医機関のネットワークで、犬猫のSARS-CoV-2検査、
SFTSV（重症熱性血小板症候群ウイルス）検査、死亡野生動物の報告を行う

●東京農工大学は農学部感染症未来疫学研究センター内に「獣医療ネットワーク室」を

置き、大学としてこの事業に取り組む

伴侶動物におけるSARS-CoV-2検査の実施概要



感染症を中心に獣医機関のネットワークを構築（AMED前田班）

動物病院

「獣医療ネットワーク室」
（仮称）

地方獣医師会国立感染症

研究所

東京農工大学 日本獣医師会

連携

共有

農工大が全国の

動物医療情報拠点へ

SFTS など

SARS-CoV-2



犬猫SARS-CoV-2 PCR検査スキーム



（国立感染症研究所）

SFTSはダニを媒介してヒトや犬や猫に病気を起こす



（国立感染症研究所のHPに追加）

2019年7月28日現在

SFTSの致死率は約12% 
（新型コロナは約2%）

年 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 全体

死亡 14 16 11 8 8 4 5 5 5 76

生存 26 45 49 52 82 73 97 70 70 520

総計 40 61 60 60 90 77 102 75 75 596

SFTSによるヒトの致死率は新型コロナよりもはるかに高い



SFTS症例の届出地域
（n=641, 2021年7月28日現在）

SFTSは北上している

（国立感染症研究所のHPに追加）



犬や猫への感染も北上している

（国立感染症研究所のHPより）



SFTS発症ネコに認められた臨床症状

（国立感染症研究所のHPより）



獣医師・スタッフへの感染に気を付ける時代になりました

（国立感染症研究所のHPより）



DASシステムの概要

作成：国立感染症研究所



ユーザーの閲覧画面 SFTS検査依頼書のダウンロード
（検査依頼機関）

SFTS発症動物自動集計システム：ユーザーの閲覧画面

作成：国立感染症研究所

SARS-CoV-2

検査バージョンを

作成中



SFTS発症動物自動集計システム：ユーザーの閲覧画面

SARS-CoV-2検査は

SFTSに準じて作成中



感染症対応できる病院等で入院し治療を行う。

検査の結果、陽性だったときにどうするのか

飼い主が自宅療養

都道府県により対応は異なるが

あらかじめ方針を決定しておく

SARS-CoV-2の場合

犬猫も自宅療養

飼い主が入院（ホテル）

①動物病院で一時預かり

②自治体で一時預かり
（東京都の場合は動物愛護センター）

③アニコムの#StayAnicomプロジェクトを利用
（契約者のみ）

SFTSVの場合



動物疾患の有益な情報を提供する

ネットワークの構築予定

獣医療ネットワークのメリット

advantage

AMED班実施期間中
無料検査を実施（2022年4月から有料化予定）

感染症以外の

あらゆる疾患ネットワーク拡充の可能性

全国の疾患発生状況を把握

動物病院での診療に活用

ヒトの医療に負けない

獣医療ネットワークを構築できる



獣医療ネットワークの永続性

東京農工大学農学部感染症

未来疫学研究センター内に

「獣医療ネットワーク室」を置き

大学がサポートする

ネットワークを検査企業様に

活用していただくことで

持続的な運営が可能になる



最後に

・地方獣医師会、動物病院のネットワークへの参加は任意です

・しかし、できるだけ多くのご参加をお待ちしております

・開始は2022年1月を予定しております


